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住んでよいまち・松戸をめざして 

 

 

のびゆく松戸 ポスティング・ボランティアのお願い 

市内各駅にて「のびゆく松戸」をお渡ししていますが、お渡

しできる方は限られています。 

より多くの方々にお届けできるよう、ご自宅の周辺などに

「のびゆく松戸」をポスティングして下さる方のご協力をお

願いしています。 

ポスティングにご協力いただける場合には、下記「事務所」

宛にお電話、FAX、メールにてお知らせいただけましたら幸い

です。 

 

末松ひろと事務所 〒271-0087 松戸市三矢小台５－２４－４  

TEL/FAX  ０４７-３６６-６６０５  E-mail suematsu-hiroto@nifty.com 
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松戸市議会議員 （7 期連続当選） 

聖徳大学附属幼稚園 

松戸市立柿ノ木台小学校 
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その他の経歴 

第 59代松戸市議会議長 

松戸市監査委員 

議会活性化委員会委員長 

議員定数等協議会委員長 

公共施設再編特別委員会委員長 

松戸市環境審議会委員 

松戸市都市計画審議会委員 

松戸市青少年問題協議会委員 

千葉県薬物乱用防止指導員 



 

台風シーズンを迎えて 

暑かった夏もいつの間にか過ぎ去り、過ごしやすい陽気が

多くなりました。食欲の秋、行楽の秋、スポーツの秋、読書

の秋、様々な例えがありますが、つまりは何をするにも心地

良い季節ということだと思います。 

一方でこの季節を迎えると思うのが台風災害です。とりわ

け令和元年に発生した「房総台風」では、台風の恐ろしさを

目の当たりしました。私も当時大きく取り上げられていた市

原ゴルフガーデン鉄柱倒壊事故の現場をはじめ、被害の様子

を見てまいりましたが、個人の努力では防ぎようのない災害

の怖さを痛感しました。 

行政の本務は市民生活の安全・安心を守ること、このこと

をいつも以上に強く考える今日この頃です。 

松戸駅東口の新拠点ゾーン整備事業について② 

この事業は、松戸駅を中心とするまちづくりを将来に向け

てどのように行うかということが出発点となっています。 

私は、松戸駅周辺の再構築（再活性化）は本市の重要課題

と認識しています。従いまして、当該地を活用してその活路

を開くためにこれは有効な事業になり得ると考えています。 

一方で多大な財源を投入して行う以上は、事業の実現可能

性について慎重な判断と丁寧な合意形成が必要です。 

･･･市役所建て替えの視点･･･ 

市役所建て替えについては、「耐震問題への対応」、「新拠点

ゾーンの核施設」という二面から検討が始まりました。 

従って私はこの事業の出発点を考えれば、市役所建て替え

の議論は、駅周辺の既存市街地の再活性化に向けた全体ビジ

ョンをまず共通認識とすべきと考えています。 

その上で当該地に市役所を移転するための検討を行い、実

現の方途を議論していくべきでありました。この全体ビジョ

ンを共通認識とするプロセスが十分でなかったことが議論に

混乱を招いていると考えます。 

･･･公共施設再編整備･･･ 

松戸駅周辺の再構築は、行政のみで成し得るものではあり

ません。しかしながら行政の責任として、駅周辺に散在して

いる老朽化した公共施設（市役所のみならず図書館、市民会

館、市民劇場、勤労会館、女性センターなど）の再編整備に

ついて、きちんとビジョンに位置付ける必要があります。   

そしてそのためには市全体の公共施設再編整備ビジョンを

しっかりと持ち合わせなければなりません。 

･･･現在の検討状況･･･ 

現在、市役所の建て替えについては、これらビジョンとは

切り離して、①現地での建て替えと、②新拠点への移転建て

替えについて比較検討を行っています。 

執行部の提案では②の優位性が示されていますので、議会

としてその検証をしっかりと行いたいと考えます。 

･･･将来に責任を果たすまちづくり･･･ 

地震などの大規模災害の発生を想定しながらより早く市役

所建て替えの実現を図りつつも、将来にしっかりと責任を果

たせるまちづくりを行わなければなりません。 

出遅れている感のある松戸駅周辺の再構築において、ピン

チをチャンスに変えるまちづくりが行われるように与えられ

た役割を果たしてまいります。 

次号では、②の優位性について検証します。 


